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隠岐支庁水産局内 

隠岐海区漁業調整委員会事務局 

Tel：０８５１２－２－９６６９ 

Fax：０８５１２－２－９６７４ 

              隠岐海区漁業調整委員会事務局 

                                

 

 

  

ははじじめめにに    

◎第３０１回（第２０期第１０回）隠岐海区漁業調整委員会を開催しましたので、概要をお知らせします。 

出席委員：葛西、吉田、前田、矢田、濱田、田中、小中、安部委員 

欠席委員：亀谷、升谷委員 

開催日時：平成２６年６月３日（火） １４：１０～１５：００ 

開催場所：隠岐郡隠岐の島町港町 JF しまね西郷支所３階会議室 

  

議議  題題  

１. 島根県の海洋生物資源の保存及び管理に関する計画の変更について（諮問） 

ずわいがに、まさば及びごまさばの平成 26 年漁期の TAC（漁獲可能量）が国から示されました。国の基本

計画変更に併せて、島根県の計画も変更するために、知事から隠岐海区漁業調整委員会へ諮問がされ、審議が

行われました。以下報告された変更点です。 

【知事管理量の設定】 

平成 25 年漁期        （単位：トン） 

第一種特定海洋

生物資源の種類 

管理の対象となる

期間 
知事管理量 

まあじ 
平成 25 年１月 

から 12 月まで 
44,000 

まいわし 
平成 25 年１月 

から 12 月まで 
31,000 

まさば及び 

ごまさば 

平成 25年 7月から

平 26 年 6 月まで 
23,000 

するめいか 
平成 25 年１月 

から 12 月まで 
若干 

ずわいがに 
平成 25年 7月から

平 26 年 6 月まで 
若干 

【中型まき網漁業への知事管理量の設定】 

平成 25 年漁期        （単位：トン） 

第一種特定海洋

生物資源の種類 
採捕の種類 知事管理量 

まあじ 中型まき網漁業 42,500 

まいわし 中型まき網漁業 30,700 

まさば及び 

ごまさば 
中型まき網漁業 22,000 

《審議の結果》この諮問について、原案のとおりで異議なしの答申をすることとなりました。 

 

２. 太平洋クロマグロの資源管理強化について（報告） 

 太平洋クロマグロの資源管理強化について説明がありました。 

【太平洋クロマグロの資源状況】 

 ・2012 年の親魚資源量は、歴史的最低基準にあり、未成魚（30kg 未満）の漁獲を 50％削減した場合のみ親

魚資源が回復すると予測されている。 

【日本としての太平洋クロマグロの管理の方向性】 

 ・水産庁は、親魚資源量を回復させるために、2015 年から国内の未成魚漁獲量を 2002-2004 年平均漁獲実

績から半減（8015 トン→4007 トン）する方針。 

 ・年間の漁獲上限を「大中型まき網漁業で 2000 トン」、「沿岸漁業（大中型まき網以外の漁業）で 2007 トン」

に設定し、沿岸漁業については全国を６ブロックに分けて管理する。 

 ・島根県の属する日本海西部ブロックの沿岸漁業における未成魚漁獲上限量は 100 トン程度を想定。 

【島根県における対応】 

 ・特定の地域や漁業種類に偏らず公平な資源管理措置が講じられ、また、資源管理による漁獲減に伴う収入

減少への配慮が講じられるよう、県内の漁業関係者の意見および漁業実態を把握するために、漁業関係者

への説明会を開催する。 

委員からは、開始時期および期間、日本海西部ブロックにおける島根県の漁獲上限量、クロマグロ漁業者へ

の支援策、韓国の対応、漁獲量半減による影響などについて質問・意見がありました。 

 

３. 第 14 期第 1 回島根県連合海区漁業調整委員会について（報告） 

平成 26年 5月 19日に松江市で開催された第 13期第 1回島根県連合海区漁業調整委員会について事務局より

報告がありました。 

(1)会長及び会長職務代理者の互選について(協議) 

会長：岸宏(島根海区会長) 会長職務代理者：葛西清秀(隠岐海区会長) ※任期の後半は、正副会長を相互に交代 

(2)島根県沖合海面における延縄漁業の操業の制限に係る委員会指示について（協議） 

 平成 26年 5月 31日をもって期間が満了する当該委員会指示の継続について協議しました。協議の結果、 

大きなトラブルもなく、効果も認められることから引き続き 3 年間指示を継続することになりました。 

(5 度目の更新) 

(3)全国海区漁業調整委員会連合会日本海ブロック会議要望事項について(協議) 

   原案どおり要望することを決定。 
 

４.平成２５年の漁獲状況について（報告） 

 平成 25 年の漁獲状況について、島根県全体と隠岐地区に分けて説明がありました。 

【島根県全体】 

 ・全体・・・・・漁獲量・生産額とも前年より増加し、平年並み 

 ・漁業種類別・・まき網の漁獲量は平年を上回る。イカ釣り不調。 

 ・魚種別・・・・マイワシ、ウルメイワシが平年の漁獲量を上回る。  

【隠岐地区】 

 ・全体・・・・・漁獲量・生産額ともに前年より増加し、平年並み。 

 ・漁業種類別・・まき網の漁獲量は平年を上回る。定置、釣り、延縄は平年並み。イカ釣り不調。 
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図２ 島根県の総漁獲量、総生産額の推移 
 

                         

 

 

 

 

 

海海  区区  便便  りり  

隠岐 

V o l .５８ 

平成 26 年漁期        （単位：トン） 

第一種特定海洋

生物資源の種類 

管理の対象となる

期間 
知事管理量 

まあじ 
平成 26 年１月 

から 12 月まで 
38,000 

まいわし 
平成 26 年１月 

から 12 月まで 
33,000 

まさば及び 

ごまさば 

平成 26年 7月から

平 27 年 6 月まで 
29,000 

するめいか 
平成 26年 4月から 

平成 27年 3月まで 
若干 

ずわいがに 
平成 26年 7月から

平 27 年 6 月まで 
若干 

 

平成 26 年漁期        （単位：トン） 

第一種特定海洋

生物資源の種類 
採捕の種類 知事管理量 

まあじ 中型まき網漁業 36,000 

まいわし 中型まき網漁業 32,000 

まさば及び 

ごまさば 
中型まき網漁業 28,000 

 

隠岐地区の総漁獲量、純生産額の推移  
 


